
令和 5年度 12月「学校評価アンケート」の分析「公表資料」 

 12 月に実施した「学校評価アンケート」へのご協力ありがとうございました。本校が掲げている４つ

の「めざす生徒像」を実現させるための，具体的な取組についての結果と分析をお知らせいたします。 

 

 学校教育目標「豊かな心と向上心にあふれる生徒の育成」の達成に向けて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１． 自ら進んで学習する生徒】 

（質問６）「授業では自ら進んで課題に取り組んでいる。」 

「よくあてはまる」２１％，「あてはまる」６１％ 合計８３％（生徒） 

（質問７）「授業で自分の考えを伝えている。」 

「よくあてはまる」１４％，「あてはまる」６３％ 合計７７％（生徒） 

 

 

 

 

 

 

（質問８）「学んだことをふり返ったり、次の授業を見通した勉強を家で勉強している」 

「よくあてはまる」１１％，「あてはまる」５８％ 合計６９％（生徒） 

 

 

 

 

 

 

 

「めざす生徒像」づくり 

【１． 自ら進んで学習する生徒】 

・授業の学び合いを通して自分の考えを持とうとする生徒 

【２． 互いの良さを認め高め合う生徒】 

・互いの良いところを見つけ伝え合うことのできる生徒 

【３． 心と体を鍛える生徒】 

・自律清掃で，自分の心を磨いている生徒 

【４． ふるさとに誇りを持つ生徒】 

・地域に誇りを持つ生徒 

 「授業では自ら進んで課題に取り組んでいる」については７月の 86％より３％減少しました。ま

た、「授業で自分の考えを伝えている」においても７月の 84％から７％減少した結果となりまし

た。今後は学びがいのある学習課題の設定を図るとともに、教師がファシリテーターとなり子供主

体の授業づくりとなるよう努めていきます。 

 家庭学習については，７月の 75％と比較すると 6％の減少となりました。学んだことをふり返っ

たり，次の授業を見通した勉強を自分で行うことが，様々な課題解決に必要な力であり，学びに向

かう人間力につながるものと考えられます。今後も「ガリガリノート」（自主学習ノート）の終了冊

数に応じて段位認定し，励まし誉める機会を持っていきます。また，学習内容の質の向上を図るた

めに、学級担任だけでなく、教科担任からも学習方法を示していきます。 



【２． 互いの良さを認め高め合う生徒】 

（質問１１）「友達の良い行いや長所を見つけることができる」 

「よくあてはまる」４０％，「あてはまる」５４％ 合計９４％（生徒） 

（質問１２）「友達に対して，思いやりの心で行動している」 

「よくあてはまる」２８％，「あてはまる」６３％ 合計９１％（生徒），９３％（保護者） 

 

 

 

 

 

 

【３．心と体を鍛える生徒】 

（質問１５）「自律清掃を意識して清掃に取り組んでいる。」 

「よくあてはまる」２８％，「あてはまる」６１％ 合計８９％（生徒） 

 

 

 

 

 

 

【４．ふるさとに誇りを持つ生徒】 

（質問１６）「地域に関心を持ち、その良さを理解している。」 

「よくあてはまる」２６％，「あてはまる」５８％ 合計８４％（生徒） 

（質問１７）「地域に貢献したいと考えている。」 

「よくあてはまる」１２％，「あてはまる」６７％ 合計７９％（保護者） 

 

 

 

 

 

 

 

※２月１５日に学校関係者評価委員会を開催し、前期と同様に本校が取り組んでいることに対する激励

や広い視野から長期的な視点でのアドバイスをいただいたりすることができました。委員会に参加さ

れた方々のご意見を参考に学校教育目標の実現に向けた教育実践を図れるよう努めていきたいと思い

ます。 

 「友達の良い行いや長所を見つけることができる」については７月より 5％減少しました。同様に

「友達に対して，思いやりの心で行動している」についても 4％減少した結果となりました。生徒同

士が良いところを見つけて名前やその行為を書く「とりごえもんの羽」が定着してきているので、今

後は自尊感情を育むとともに他者への思いやりが自然と生まれるような場面を設けていく取組をし

ていきます。 

 「よくあてはまる」生徒は７月の 43%から 15%減少しています。「あてはまる」と合わせても７

月から 8％減少した結果でした。生徒たちの様子を見る限りは清掃活動への取り組みは大変良好で

す。また、生徒たち自身で清掃にどのように取り組んだらいいのかを考える時間を設けたり、他学

年と一緒に活動する期間を設けたりもしました。今後も高い意識を持って清掃に取り組むととも

に、しっかり清掃に取り組めていることを教師側も評価するようにしていきたい。 

  

 「地域に関心を持ち、その良さを理解している」については７月の 90％から 6%減少していま

す。「地域に貢献したいと考えている」については７月の 80％から変わらない結果となりました。

ジオパーク学習を通して地域の良さを実感できたと思われます。今後も総合的な学習の時間におい

て地域の良さや課題について考える取組を行っていきたい。また、地域人材を積極的に活用し、地

域の良さや地域への貢献についてお話をしていただく機会を設けていきたい。 


